アンケート

　　　　　　　ご回答は10月25日(火)までにFAXにてお願いいたします。

　　　　　　　東部金属熱処理工業組合宛　　Fax：０３－３４５２－７３３６

貴社名：　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入者名：　　　　　　　　　　　　　　
ご記入者お立場(○印をお願いいたします。複数○可)：

技術者　　経営者　　それ以外(　　　　　　　　　　　　)

ご連絡先： (℡)　　　　　　　　　　　　　　(Fax)　　　　　　　　　　　
           (E-mail)　　　　　　　　　　　
　　　下記の項目についてご記入をお願いいたします。

Q1. 貴社の従業員数

　　　　　　　　　　　　

　　　正社員　　　名        非正社員　　　　名        合計　　　　名

Q2. 今回の事業は、今後３０年間にわたり世界をリードする熱処理技術の中核人材となる

　　技術者を2年くらいかけて育成するよう計画したものですが、この事業に魅力を感じ

　　られますか。

　　a. 感じる。　Q3にお進みください。

    b. 感じない。アンケートは終了です。「魅力を感じない」理由をお聞かせください。


Q3. どのような社員を育成対象者として期待されますか。

(該当するところに○印複数選択可）

a. 新入社員　　b. 若手技術者(経験5年前後)　　c. 中堅技術者(経験10年前後)

d. ベテラン技術者(指導的立場の人)　　

e.その他　

Q4．仮に2年間隔週土曜日程度の講座を考えた場合300時間近くなります。300時間コースの場合、開講はどのような形が良いでしょうか。　　　　（該当するところに○印）

a. 短期集中型(例えば、夏季に丸々８週間)

b. 1年型(例えば、丸々1日毎週土曜日)

c. 2年型(例えば、丸々1日隔週土曜日)

d. 2年超型(例えば、半日隔週土曜日、または夜間2～3時間毎週)

e.その他　

Q5．熱処理の中核人材となる技術者はどのような技術を持つべきか、最も重要と思われる

　　ものを3つ選択してください。　　　　　　　　　　　（該当するところに○印）

a. 受け持つ熱処理技術分野に(例えば、焼入れなら一般熱処理全体に)きわめて堪能で あること。

b. 全熱処理技術分野（一般熱処理、浸炭窒化、高周波･炎焼入れ、表面改質処理）に堪 能であること。

　  c. 熱処理する材料に関する高度な知識を有すること。材料特性、製造方法、検査方法、品質レベル及び欠陥内容をよく知っていること。

　  d. 熱処理品のユーザーにおける前加工方法、後加工方法や使われ方に精通していること。

　  e. 熱処理設備についてよく知っていること。

　  f. 生産管理、品質管理等生産実務能力を有すること。

　  g. 問題発生に対して、的確に原因を究明し、解決する高い能力を有すること。

　　h. 企業経営的センスに関わる企画力を有すること。

　  i. 情報収集能力調査能力を有すること。

　　j.その他

上記の質問に関連して、以下の具体的項目を評価点でお答えください。（Q5-1.～Q5-8.）
　　　評価点3～0（　3極めて重要　　2重要　　1知識があればよい　　0不要　）
Q5-1. 当該技術者の熱処理技術に関する知識として望ましいと思われる事項の重要性を

　　　評価してください。

　　焼なまし(　)　焼ならし(　)　焼入焼戻し(　)　マルテンパー(　) オーステンパー(　)　　高周波焼入れ(　)　炎焼入れ(　)　レーザー焼入れ(　)　電子ビーム焼入れ(　)　 

　　ガス浸炭(　)　真空浸炭(　)　プラズマ浸炭(　)　塩浴浸炭(　)　窒化・イオン窒化(　)

ＰＶＤ(　)　ＣＶＤ(　)

　　その他　　

Q5-2  当該技術者の熱処理周辺に関する知識として望ましいと思われる事項の重要性を

　　　評価してください。

前処理・後処理(　)　危険物処理(　)　 

排水処理(　)　排ガス処理(　)　騒音・振動防止(　)　廃棄物処理(　)　

その他

Q5-3  当該技術者の熱処理される材料に関する知識として望ましいと思われる事項の重要

　　　性を評価してください。

　　　構造用鋼(　)　　工具鋼(　)　　軸受鋼(　)　　ばね鋼(　)　　ステンレス鋼(　)

　　　超合金(　)　　Al合金(　)　 Ti合金(　)  銅合金(　)　 Mo(　)　磁性材(　)

製造方法(　)  品質水準(　)　 検査方法(　)　 材料欠陥(　)

その他

Q5-4. 当該技術者のユーザーでの熱処理品の前加工に関する知識として望ましいと思われ

　　　る事項の重要性を評価してください。

切削加工(　)　 プレス加工(　)　 冷間鍛造(　)　 温間鍛造(　)　

熱間鍛造(　)　粉末成形(　)　溶接(　)　鋳造(　)

その他

Q5-5. 当該技術者のユーザーでの熱処理品の後加工や使われ方に関する知識として望まし

　　　いと思われる事項の重要性を評価してください。

研削(　)  放電・ﾜｲﾔｰ加工(　)　金型製作 (　)　 ロール製作(　)　刃物製作(　)　

金型による加工(　)　 ロールによる加工(　)

自動車部品(　)　建機部品(　)　原子力部品(　)　航空機部品(　)　機械部品(　)

その他

Q5-6. 当該技術者の熱処理設備に関する知識として望ましいと思われる事項の重要性を

　　　評価してください。

　　発熱方法(　)　　炉構造(　)　　雰囲気制御(　)　　真空装置(　)　　ソルト(　)

　　高周波焼入れ装置(　)　　表面改質処理装置(　)　　検査・分析装置(　)

耐熱材料(　)  温度制御(　)　温調機器(　)　設備保守・改善(　)　自動システム(　)

その他

Q5-7. 当該技術者の企業経営に関する能力として望ましいと思われる事項の重要性を評価

　　　してください。　　　　

　　　経営戦略(　)　　技術戦略(　)　　市場戦略(　)　新規事業企画(　)

　　　工場管理(　)　　生産管理(　)　品質管理(　)  リスク管理(　)　原価管理(　)

システム化(　)  IT (　)　

その他

Q5-8. 当該技術者の保有すべき問題解決能力に関する重要性を評価してください。

　　　自社での品質不良の原因究明と解決能力(　)

　　自社での品質不良の予知能力と解決能力(　)

顧客原因不良についての顧客指導能力(　)

熱処理加工品の不良予知能力と顧客指導能力(　)

　　　生産性改善能力(　)

　　　その他

Q6. この講座における、応用力・実践力を身につけるためのインターンシップ受け入れ先

　　としてどのような事業所が望ましいと思われますか。

（該当するところに○印複数選択可）

a. 同業種の熱処理メーカー　　b. 熱処理設備メーカー　　c. 素材メーカー　

d. 機械加工メーカー　　e. 熱処理品のユーザー　　f. 産技研などの公的機関

　　g. その他

Q7. 貴社はインターンシップの受け入れ先としてご協力いただけますか。

　　a. 要望があれば受ける　　　b. 現状は無理　　

    c. 条件付きなら可能（要望される条件を教えてください。）

	


Q8. コース修了者に何かメリットの付与をご希望でしょうか。

（該当するところに○印複数選択可）

a. 修了証の授与

b. 修了者と講師陣の交流できる組織

c. 企業で生じた技術的問題点の相談

d. 大学の機械設備・分析装置の利用便宜

e.その他　

Q9. ご希望の条件がある程度満たされた場合、参加されるでしょうか。

　　2年単位で数回実施されるものとしてお答えください。　（該当するところに○印）

a. 1人参加　　　b. 2人参加　　c. 数人参加　　d.対象者がいないので参加しない

d. 対象者がいるが参加しない　(お差し支えなければ理由をお聞かせください。)　

	


Q10. 今後、場合によっては個別にお伺いして、コースの内容、仕組み、インターンシップ

　　　についてのご意見をお伺いしたいのですが、その際ご協力いただけるでしょうか。

（該当するところに○印）

a. 協力する　　　b. 協力できない　　

c. その他

Q11. 現在、若手の技術者の教育はどのようになされていますか。

　　a. 専門技術に関する社外集合教育に参加させている。

    b. 他社と合同勉強会、見学会を実施している。

    c. 自己啓発活動への会社補助を行っている。

    d. ローテーションを能力開発の一環として行っている。

    e. 大学・大学院・公的機関へ教育派遣している。

    f. OJTにより実地教育を行っている。

    g. その他

ご協力ありがとうございました。

なお、ご不明な点がございましたら、下記あて何なりとお問い合わせ下さい。

東部金属熱処理工業組合　　専務理事　村上嘉昭

電話：０３－３４５２－５７８０



















ご記入下さい。







































































ご記入ください。








